２００４年度日本科学史学会生物学史分科会　総会・シンポジウム

遺された「モノ」に語らせる医学史・生物学史のフロンティア
（主催）日本科学史学会生物学史分科会

（共催）文部科学省科学研究費補助金特定領域研究
「江戸のモノづくり」A01-4,A05-25,A02-12班

日時：２００４年１２月５日（日）

１：００―２：００　　総会（生物学史分科会会員のみ）

２：００―４：４０　 シンポジウム（会員外の参加を歓迎します。参加費無料）

      　　　              懇親会
会場：東京大学先端研/駒場リサーチキャンパス４号館２階講堂
東京都目黒区駒場４－６－１ (※教養学部/駒場Iとは別キャンパスです)
地図http://www.rcast.u-tokyo.ac.jp/map/map-j.html

【趣旨】

遺された「コトバ」を読み解くには深い知識が要求され、遺された「モノ」に語らせるには多様な知と技が必要である。平成１４年度から始まった文部科学省特定領域研究「江戸のモノづくり」には多種多様な領域からの、モノ（器物）資料とコトバ（文献）資料の専門家が集まっている。蛍光Ｘ線分析装置を用いた非破壊検査、ＤＮＡ鑑定、データベースを用いての画像比較検討など新しいツールを駆使した領域を越えた研究者の共同研究により、遺されてきた「モノ」たちに、今、光が当てられ、「生物学史」「薬学史」「医学史」といった狭い固定した枠を越えた新しい研究領野が創られようとしている。

とはいえ、実際の「モノ」を前にした研究自体は、気配りと地味な手作業と試行錯誤の連続である。旧家の倉での資料収集の現場から、薬箱に納められた江戸の医師たちが用いた薬品の分析や薬草の基原同定、そして、幕末から明治初頭に日本に舶載された人体模型の塗料の分析まで、こうした現在進行中の研究の現状をリアルタイムで皆さんに紹介したい。
プログラム　

２：００-２：１０ シンポジウム設定の趣旨　　　　　　　　・・・月澤美代子（順天堂大）

　 ２：１０-４：1０ 発表　

(1) 「江戸のモノづくり」の目指すこと、実現しつつあること

・・・酒井シヅ（順天堂大）

(2) 万物の魅力　―　信州飯田の「市岡家コレクション」とその位置づけについて
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　 ・・・Ｗ．ミヒェル（九州大）　

(3) 現存する江戸時代の薬物の調査・研究 

・・・・〇中村輝子、海老原寛人、遠藤次郎（東京理科大）　

(4) 幕末の医学教育を見つめた異国の人体

―器物・文献資料総合データベースを用いて拓かれる研究の可能性―

・・・月澤美代子　

４：１０－４：４０ 相互討論・フロアからの質問・コメント　

・・・司会：八耳俊文（青山学院女子短大）
